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■私たちが取り組むCSR活動に関する詳細は、
こちらでもご覧いただけます。 
www.jal.com/ja/csr/

明日
空へ

将来を担う若者の育成
『JALスカラシッププログラム』

『
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
』
は
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の

大
学
生
を
日
本
へ
招
待
し
、
日
本
の
大
学

生
と
一
緒
に
行
う
研
修
や
交
流
を
通
じ
て
、

国
境
を
越
え
た
相
互
理
解
を
促
し
、
国
際

的
な
視
野
と
行
動
力
を
持
っ
た
若
者
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
１
９
７
５

年
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
９
０
年
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｌ
財
団
（
当
時
は

日
航
財
団
）
が
そ
の
運
営
を
引
き
継
ぎ
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
の
充
実
を

図
り
つ
つ
継
続
。
現
在
ま
で
に
１
５
９
０

名
の
海
外
学
生
、
４
３
６
名
の
日
本
人
学

生
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
ま

す
。48

回
目
と
な
っ
た
２
０
１
７
年
は
、
13

の
国
と
地
域
26
名
の
海
外
学
生
を
招
い
て

実
施
。「
考
え
よ
う
！　
ア
ジ
ア
の
環
境
、

世
界
の
環
境
～
今
、
私
た
ち
が
環
境
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
～
」
を
研
究
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
東
京
と
そ
の
近
郊
な
ら
び
に
石
川

県
（
金
沢
・
白
山
）
に
て
、
研
修
や
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
学

生
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
義
を
受
講
後
、

実
際
に
環
境
問
題
に
取
り
組
む
現
場
に
も

こ
と
、
ま
た
卒
業
生
同
士
の
世
代
を
超
え

た
絆
を
築
い
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
財
団
は
海
外
各
地
に
お
い
て

同
窓
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
同
窓

会
は
次
第
に
開
催
場
所
を
広
げ
、
参
加
者

も
増
え
て
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
各

地
で
年
次
を
超
え
た
“
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
ラ

ー
”
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
11
月
に
は
、
１
９
７
６
年

か
ら
２
０
１
７
年
の
間
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
た
タ
イ
人
の
卒
業
生
が
バ
ン
コ
ク

で
再
会
し
ま
し
た
。「
若
か
り
し
頃
に
経

世
界
の
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に

学
生
た
ち
が
交
流
を
深
め
る

足
を
運
び
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
俳
句
、
能
楽
、
茶
道
、
和
太
鼓
な
ど

日
本
の
伝
統
文
化
を
体
験
し
た
り
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
日
本
へ
の
理
解
を
よ

り
深
め
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
集
大
成

は
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
約
３
週
間
に

お
よ
ぶ
研
修
期
間
中
に
学
び
、
仲
間
と
議

論
し
た
「
今
、
私
た
ち
が
環
境
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
の
発
表
と
、
参

加
学
生
各
自
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
「
私
の

夢
」
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
開
催
さ

れ
た
修
了
式
・
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ

ー
で
は
、
再
会
を
約
束
し
合
い
な
が
ら
涙

な
が
ら
に
別
れ
を
惜
し
む
海
外
学
生
、
日

本
人
学
生
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
巣

立
っ
た
卒
業
生
は
約
２
０
０
０
名
。
そ
の

な
か
に
は
、
閣
僚
、
州
知
事
、
外
交
官
と

い
っ
た
各
国
、
地
域
を
代
表
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々
や
学
界
、
経
済
界
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
大

き
な
影
響
力
を
持
つ
方
々
が
数
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
あ
ら

た
め
て
日
本
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
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毎年、JALと公益財団法人JAL財団が連携して行ってきたこのプログラムは、
昨年で48回目を迎えました。今回は2017年の活動と、

世界で活躍するJALスカラシップ卒業生たちの連携作りをリポートします。

験
し
た
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
と
て
も
貴
重
で

あ
っ
た
」、
そ
し
て
「
世
代
を
超
え
て
末

永
く
繋
が
り
合
え
る
こ
と
は
と
て
も
有
意

義
」
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
Ｊ
Ａ
Ｌ
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
財
団
は
、

「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
、
ア
ジ
ア
・
オ

セ
ア
ニ
ア
の
将
来
を
担
う
若
者
た
ち
を
育

成
す
る
と
共
に
、
世
代
を
超
え
た
参
加
者

同
士
の
繋
が
り
の
強
化
を
図
り
、
互
い
に

理
解
・
協
力
し
合
え
る
平
和
な
国
際
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■日程：
2018年7月9日（月）～16日（月・祝）
※東京近郊にて行われるプログラムに参加していただきます。

■募集人員：10数名（予定）

■応募締切：2018年3月9日（金）17:00まで
※応募が多数の場合は、書類・面接などにより選考させていただきます。

■応募先：
2018年の参加募集要領や
「JALスカラシッププログラム」の活動詳細については、
下記のウェブサイトをご覧ください。

www.jal-foundation.or.jp/001jalsc/topics.html

今年のプログラムに参加して、アジア・オセアニア地域の学生たちと交
流していただく、日本の大学生・大学院生を募集いたします。このプログ
ラムを通じて、国際交流の輪作りに参加しませんか。
「SDGs」をテーマに予定しています。
※「SDGs」については本ページ下部をご覧ください。

2018年「JALスカラシッププログラム」参加
日本人大学生・大学院生を募集します

お知らせ

世
代
を
超
え
た
繋
が
り
を
築
く

同
窓
会
を
開
催

2015年 9月、全国連加盟国（193カ国）に
より「持続可能な開発目標（Susta inable 
Development Goals : SDGs）」が採択されま
した。2030年までに、貧困や気候変動、平和的
社会などの17の目標を達成すべく、JALグルー
プも社会課題の解決に取り組んでいきます。

今回のテーマに当てはまる目標

01. JAL SKY MUSEUMに
て。「機体が想像よりも大き
かった」と驚きの声も。02 .
JALスカラー・日本人学生の
交流は、やがて絆に。03. 各
出身地と日本の環境問題を
調査研究し、公開シンポジウ
ムで発表。04.プログラム修
了式。これから長く続く絆の
第一歩。
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